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回答者数：110名
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今後、研究会ホームページで知りたい・掲載してほし
い情報 [ｎ=110]

2

34

37

37

37

57

61

68

73

75

80

81

81

86

86

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

その他

IFPOHE（WORLDPHYSIOTHERAPY：世界理学療法連盟)関連の情報

関連学会の紹介(リンク）

関連団体や産業分野の研究助成等の情報

理事・役員の紹介

海外の産業理学療法の事例等の紹介

研究会の定期的な活動報告（ブログ等）

産業理学療法に関する基本的なカリキュラム内容など教育的資料の掲載

⾏政等の統計データなどのリンク

研修会情報

研究会で実施した調査結果等のデータ

学術⼤会情報

産業理学療法の概要等の説明

お薦めの学術論⽂のピックアップ・解説等

産業保健領域で実働している理学療法⼠の活動状況や、取り組み事例の…



産業理学療法研究会のホームページや発信する情
報について、ご意⾒・ご要望 [n=16]

• 活動のますますの充実を祈念いたします。

• 特に要望、意⾒はございません。 ⼀般的にまだ産業理学療法が知られていない状況なので、わかりやすく、親しみやすいホームページにしていただければ幸い
です。

• 研究会のビジョン、ミッション、タスクをご教授いただけますと、活動に参加するかどうか判断できますので、ぜひ情報提供をお願い致します。

• 今後の理学療法⼠の職域拡⼤に必要な分野だと認識しております。現在、産業保健分野で活躍されている理学療法⼠の実例や抑えておく法令等実務的な所から、
産業保健の歴史など幅広く知識を吸収したいと思います。

• 産業分野に興味はありますが、実際に経験できる場がなく、ボランティアでも経験ができる場が欲しいなと思います。また、病院勤務のみで産業理学療法の知識
を⾝につけいくことに不安があり最低限必要な知識、視点を学べる研修や書籍があればいいなと思っています。既にそのような物があるのかも知れませんが、広
報のあり⽅も必要かもしれません。

• 産業理学療法を⾝近に感じられるような企画がほしい

• 産業理学療法分野で起業された⽅の紹介
• 他の産業の情報等を知りたい。

• みなさんがどんな活動をしたり、していくことが必要かわかりやすい情報を知りたい
• 産業理学療法での共通の評価⽅法や具体的な治療介⼊の指針を提⽰して頂きたい。

• 最新の情報を掲載してください。
• 産業理学療法⼠に必要なスキル、学⽣が習得するために必要なカリキュラムなど

• 職業性腰痛予防講師の活⽤についても是⾮ともよろしくお願いします
• 具体的な内容が知りたいです。企業とのコラボなど。
• 実際どれぐらいの収⼊が得られるのか、事実が知りたい。

• 研究会ということなので、研究会で共同研究などはできないのでしょうか？



これまでの産業保健領域での活動経験 [n=110]
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15.5%
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１．なし

２．あり：所属施設での活動の範囲内（所属施設の職員までを対象としたご経験）

３．あり：所属施設以外を含む保健衛⽣業までの活動の範囲内(所属施設内および外部の医療職等までを対象としたご経験）

４．あり：保健衛⽣業以外の職種を含む活動(所属施設以外および医療職以外を対象としたご経験） ※2と3の経験を有する⽅も
4に該当すればこちらをご選択ください



【所属施設内まで】対応した内容(分野） [n=33]
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看護職へのトランスファーの指導

疾患・障害との両⽴⽀援等

安全衛⽣管理委員会への参加

メンタルヘルス系疾患の予防・対策

⾼年齢労働者対策（フレイル対策等 ※転倒について…

⽣活習慣病予防・対策を含めた健康増進（歩⾏指導や…

転倒予防・対策

作業環境調査や改善施策の提案（⼈間⼯学的アプロー…

筋⾻格系疾患の予防・対策（腰痛・肩こり等）



【保健衛⽣業まで】対応した内容（分野） [n=17]
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看護職へのトランスファーの指導

疾患・障害との両⽴⽀援等

安全衛⽣管理委員会への参加

メンタルヘルス系疾患の予防・対策

⾼年齢労働者対策（フレイル対策等※転倒については次の項⽬をご選択下さい）

⽣活習慣病予防・対策を含めた健康増進（歩⾏指導や活動量を上げるための施策等を含
む）

転倒予防・対策

作業環境調査や改善施策の提案（⼈間⼯学的アプローチ等）

筋⾻格系疾患の予防・対策（腰痛・肩こり等）



【保健衛⽣業以外】対応した内容（分野） [n=17]
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メンタルヘルス系疾患の予防・対策

作業環境調査や改善施策の提案（⼈間⼯学的アプローチ
等）

⾼年齢労働者対策（フレイル対策等 ※転倒については次の
項⽬をご選択下さい）

転倒予防・対策

⽣活習慣病予防・対策を含めた健康増進（歩⾏指導や活動
量を上げるための施策等を含む）

筋⾻格系疾患の予防・対策（腰痛・肩こり等）



事例収集などを⽬的としたヒアリング等を実施す
ることがあった場合に協⼒いただけるか[n=67]

可
51%

不可
49%

※実際に会員番号登録があった⼈数34名
(うち会員番号が明らかにおかしい⼈1名含む）


